
 

おもちゃを修理する技を学んでみよう（おもちゃドクター養成講座） 

                             主催 おもちゃ病院にいがた ２０２１年 

 

●オリエンテーション  主催者挨拶 自己紹介 本日の講座の進め方説明 

 

●おもちゃドクターの活動の紹介  ビデオの視聴 

 

●おもちゃ病院の活動を支えているのは  ・・・・ 

おもちゃ病院活動を支えるのは、おもちゃドクター 

組織、形から入らないこと まずは会を作って・・・なんて思うと、会長は?会費は?会則は?・・・と憂鬱になり

ます。もっと気軽に、半田ごてが使え、テスターで電圧やテスターが多少使えれば、それだけで、立派なおもち

ゃのお医者(おもちゃドクター)の資質はあります。あとは、行動あるのみです。一人でも活動はできます。身内

のおもちゃ、孫が通っている保育園のおもちゃや児童支援センター、病院の待合室など、いろんなところにある

かわいそうなおもちゃ達を修理してみましょう。立派なドクターの活動です。 

１０個修理に挑戦すると、なんだ!簡単なんだ!という事が解ります。 

     まずは挑戦あるのみです。 

活動に大切な事 

1、 自分が楽しむこと。他人のためにという精神も大切ですが、「壊れているおもちゃを治す」ということそのも

のが楽しいと感じる事。原因を特定して、治療する、電池を新品に交換する、電池端子の腐食をきれいにす

る、切れた配線を半田鏝で接続する・・・という簡単に治る物から、ぬいぐるみの足が骨折したとかクレー

ン車のアームが折れた等整形外科的な治療、如何にして身近にある物を加工して、お金かけないで治療する

か頭を働かせる、「工夫」が充実感を生み出します。 

2、 まずは挑戦する気持ちと経験を積むこと。流行りのおもちゃというのがありますが目先だけの違いで、最近

のおもちゃの基本的な構造は全く変化がありません。「動く、鳴る、光る」、動くはモータとギア、鳴るはス

ピーカ、光るは LED、そしてセンサーとしてのスイッチと各種センサー(感温 感光 振動 電磁)、電池と

配線、そして、ブラックボックスの IC が搭載された基盤です。 

笑いごとですが、新品の電池入れるだけで１から２割が治ります。 

電池端子の腐食をきれいにしたり、電池用の配線断線修理を含むと、何と３割のおもちゃが回復します。 

さらにギアの交換やスピーカ交換ができれば、５割のおもちゃは修理完了です。 

この経験を積むことで、おもちゃ病院にいがたでは大体 ９６％の治癒率です。 

3、 おもちゃドクターの心得 

●その人のとって「大切なおもちゃ」であること 勝手に形を変えたりしないこと 

 元に戻せばいいのではありません、汚れや落書き、かけ割れ、音の違い それぞれ個性が大切 

 何をどう直せばいいか勝手に判断しないで、持ち主の要望をしっかり聞きとり、その部分だけを 

治療 おもちゃを預かる際には、必ずカルテ(受付伝票)で持ち主の情報、症状、治療要望を聞き 

取ることから始まります。受付は極力ベテランなドクターがあたることがお勧めです。 

 ●すぐに分解しないこと 

  よく観察してください。正常な動作をしっかり把握して、治療方針を立てる事。 

     分解しないで修理する方法はないか 電池周りスイッチの接触不良  

       新品の電池に入れ替える  端子の腐食をチェックする スイッチの接触状況確認する 



       逆さにしてみる 振ってみる 強く推してみる 叩いてみる ・・・         

     分解するにしても最低限の分解で修理する方法は 

        組み立てた製造過程を推測して、分解の順番を想像する事 

        どんなものでも分解できます。分解させないようにしている物もある(特殊ネジと接着)。 

     分解するのではあれば、特にキーボードなど押しボタンが沢山ある者は、その位置をデジ 

カメ等で記録しておき、分解の際のネジの長さ太さもしっかり確認しながら分解する事 

● メーカに遠慮しないで部品提供をお願いしたり、他の人の援助 知恵を借りる事 

メーカによってはサポートがしっかりしていて、無償で交換に応じてくれたり、部品の提供してくれま

す。インターネットで、メーカのサポートにメールすると翌日には回答が返ってくるのがほとんどです。 

遠慮しないで連絡取ってみることです。 

同じくネットではいろんな情報が出ています。参考にしてみてください。 

    活動する仲間に相談、知恵を借りることを遠慮してはいけません。 

他人の技を盗むことと大切です。 

  ●所詮、自分が楽しむためです。お客様からは部品代はいただきますが、治療費は無料の活動です。 

    おちもゃ病院にいがたの発足当時は、行政からの補助金もらったため、縛りが多くなおかつ 

会計規模が大きくなり、内部でもめ事の種となり、今でもくすぶっています。 

    今は、ドクターからも会費を取らない代わりに企業からの協力金や講師料等だけで運営して 

います。活動が一日に及ぶ場合だけは弁当を主催者に出してもらうか会から出しますが、ガソ 

リン代等は一切出ません。ギア、スピーカ、モータ等の共通部品等は会で購入して揃えています。 

    お勧めは、移動も活動も「手弁当主義」が一番、最低、ボランティア保険だけは全員加入してください。

万が一移動の交通事故、子どもにやけどさせたとか、おもちゃを弁償する必要があるとかで対象になり

安心して活動に専念できます。 

 

●持ち込まれるおもちゃの原因は どんな内容でしょうか 古いデータですが傾向は同じです 

       

修理箇所別の統計です 

電池関連   ２１％  新品電池等で動くもの 

断線     １１％  配線修理で治る物 

汚れ再組立て  ５％  分解清掃組立で治る 

構造物破損  ２９％  折れた割れたを治す 

    ｉＣ等電子機器不良も含まれます 

部品不良   ３４％   

交換部品あれば交換 ギア モータ スピーカ 電球ＬＥＤ等 

 

参考 

◆主として電動電子回路のおもちゃの場合の、損傷部分ごとの修理法 

 ① 電池容量に起因するもの  （異種電池使用 1.2Ｖ以下では動かない） 

 ② 電池受け接点の不良 （端子磨く 消しゴムも使える） 

   端子を磨く、塩酸に浸ける（数時間）、端子を作る 

 ③ 各種スイッチ不良 （接点復活剤 コンタクトスプレーシンナー､ﾍﾞﾝｾﾞﾝで洗う、等） 

共通性もない、集めて置くことは困難、ラジカセ等使用しないﾗｼﾞｵを分解し部品を集める 

④ ハンダ材料劣化、ハンダ上げ不良 過多半田、芋、団子半田（空洞化）、半田うき、半田はがれ 



⑤ ＩＣの不良(ボンディングＩＣ メロディで多用)･･･あまり直らない、 

ﾄﾞﾗｲﾔｰをかけると直る事が有る、掛け過ぎに注意周りが溶け出す 

最近は メロディＩＣ使用したり ＰＩＣマイコンで動作作り上げたりしています 

⑥ ＡＶケーブルＡＣコードの、屈曲部配線不良･･････屈折部分の断線、半断線 

（修理出来る物とできない物が有る） 

⑦ モータの不良 ブラシ折れや劣化･･･････ﾓｰﾀｰ取り変え修理、130 型 140 型ﾓｰﾀｰ共通 

ＧＩＳ規格････1.2V 以下回りらなくても良い 80%を割ると不安定な回転 

⑧  ランプ球フィラメント切れＬＥＤの足折れ・・・取替え修理 

 

◆その他のおもちゃの場合の 損傷部分ごとの修理法 

 ① 各部の錆びつきと、固化除去････黒色ｱｴﾝのｲｵﾝ化現象消しゴムで落とす、液漏れは緑青 

   端子を磨く、塩酸に浸ける（数時間）、ｼﾝﾅｰ､ﾍﾞﾝｾﾞﾝで溶かす、端子及び部品を作る） 

② リード断線、締め付け部の噛みこみによる折損･･････補修または交換、 

③  落下、衝突による破損の影響･･･････ゆがみ、部品の破損、断線、 

④  異物咬み込や詰まり･･････動かない原因 

 ⑤ ギアの欠け、割れ、軸穴のゆるみ･･････・・・・・取替え、作成 

 ⑥ 電池容量低下、電池選択ミス、異種電池混合、電池受け不適合・・・・・電池取替え 

  ⑦ 組み合わせ機械部分の損傷･･････部品の取替え、補修 

  ⑧  モータの消耗、劣化････････････ﾓｰﾀｰ取替え       

 ⑨ プリント基盤割れ、ゆがみ、経年劣化･･････部品そのものの故障より基盤の亀裂､           

   ﾌﾟﾘﾝﾄ配線のｸﾗｯｸが多い   直し方  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ等はｱﾙﾐ箔で基板断線部分を接続、半田上げ 

 

一休み 

 

退屈な座学はこの程度にして 実習です。 

● おもちゃのしくみを理解しよう 

市販されている、光る動く音が出るとおもちゃの三要素がそろった 「光るコマ」を各自分解して 

しくみを学びます。 

まずは、正常な動作を確認しよう  童心に戻って動かして遊んでみよう だけが一番長く動く 

分解して部品と機能等説明します。 

電池（ポンタ電池 電圧 ＬＲ４４ ＣＲ ボタン電池の誤飲注意・・・） 

電池ボックス 

スピーカ 直径２９mm  8Ω  ほとんどのおもちゃで利用されている 

ＬＥＤが 3 種類  順方向電圧 VF は異なる 赤 1.8 前後 青 3.5 前後 緑 2.2 前後  

センサー 加速度センサー 

バネと回転部の刃のしくみ 

簡単な回路図に展開できると点検修理に有利です。展開図をもとに以下を説明します 

       

持ち込まれるおもちゃが壊れている場所の説明 

  音が出ない・光らない→ 電池確認 配線確認 ｉＣ確認 

  音は出るが光らない→ ＩＣからＬＥＤを含む配線確認  

  光るが音が出ない→ ＩＣからスピーカを含む配線確認  



  今回のおもちゃはバネを利用しているが、一般的にはモータ等利用 

       →ＩＣからドライブ用のトランジスタと配線モータ および ギア等可動部を確認 

 

その他実習 

テスターの使い方 

  抵抗/導通 測定 

  電圧   測定 

  電流   測定 

 

接着剤の使い方 

  用途により使い分ける 

  接着剤は万能ではない 縫う 支える 複合の技で 

 

 

道具として何が必要か まずは見た目で判断するため 

●老眼鏡／灯りと拡大鏡  年を取ると必須です。拡大鏡は基盤のプリント配線や部品の 

半田上げ状態も確認するため、ある程度の倍率が必要です。 

●新品の電池  単四 単三  そして 単二 単一のアダプタ   ポンタ電池 LR44 43 41  

        その内に ６ｖ ４Ａのバッテリー  006ｐという 9Ｖ電池 等 

●端子の腐食磨き 紙やすり 無水エタノールと綿棒  あれば ネイルスムーザーや電動砂けし 等 

  １００均で売っている磨くもの  

●接点復活材   スイッチの接触不良などに使います。ホームセンターで入手できます。 

●テスター    抵抗と電圧が図れる 簡単なアナログテスターが最初は便利です。 

         電池端子から導通図ると断線が無ければ＋と－の間に必ず導通があります。 

         導通が無ければ、ヒューズ（ガラス管ヒューズできなく０オーム低いワット数 

の抵抗）が切れているか断線とほぼ判断できます。 

 

分解に必要な道具 

ドライバー   ＋ドライバー  0 １ ２サイズ   マイナスや 三角等特殊も利用する時も 

リッパー    裁縫の糸切ですが、ぬいぐるみ修理の分解の際に利用します。 

こじ開けよう  時計修理のこじ開け用の道具（100 均） スクレーバーという剥がし道具 

 

つまむ 挟む道具 

ピンセット   ペンチ なんでもいいです 

切る道具   ペンチ ニッパ  ケーブルストリッパー  その内 金属も切れるハサミ 簡易な鋸 

穴を開ける 磨く 手回しドリル 金ヤスリ  

 

これが無いと、という道具の一覧 

作業用のマット  布製で、部品がどこかに行かない 机を傷から守るため 

ドライヤー  熱を与えて シールはがしや ぬいぐるみグルーガン溶かして分解  

半田ごて   ２０Ｗ程度の物  半田とこて台も必要  ケーブルも 

グルーガン  市販の安物でも可 



テスター   アナログ  デジタルとトランジスターテスターがあると 完璧ですがそのうちに 

接着剤    瞬間接着剤  二液混合エポキシ接着剤  重曹（瞬間接着剤と一緒に利用 

潤滑     グリースとか潤滑油 

 

必要になる部品 

ピニオンギア  一般的なモジュール 0.5 の 歯の数 8 9 10 11 12 14 

                 0.6      10 12 

スピーカ    20φ 27φ  29φ  36φ 

スイッチ    タクトスイッチ スライドスイッチ  

モーター    130 140 260 280  

 

 

   メモ 

 

私が最近手にかけたおもちゃの修理 

プラネタリューム 日周運動等動かない  プーリゴム切 ダイソーのヘアーゴム利用 

木のおもちゃ   車輪軸が折れた    軸の製作 

レジスター    動かない音がしない  モータ不良 軸ずれ調整 増幅用 Tr 不良 

レジスター    バーコードを読まない バーコード読む CCD センター不良 修理不能 中古品の部品流用 

おやすみシアター 動かない       スイッチ接点不良 復活剤で対処 

 


